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はじめに 

 

本取扱説明書は Agilent OpenLAB CDS EZChrom Edition B.04.03 ソフトウェアの操

作に慣れることを主目的にその操作の概要を説明したものです。本書に記述されていないソフ

トウェアの詳細な説明についてはオンラインヘルプ、リファレンスガイド、ユーザーガイド等を参照し

てください。 
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第１章 OpenLAB EZChrom Editionの起動 

 

1. OpenLAB コントロールパネルのアイコンをクリックします。  

アイコン：  

  

2. ナビゲーションパネルから[機器]をクリックし、起動する装置を選択します。 

3. プロジェクトを選択します。 

※ ショートカットで起動する場合、プロジェクトの選択はできません。 

4. [起動]：オンライン起動をクリックします。 

 

 

  

２．装置選択 4.オンライン起動 3.プロジェクト選択 
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5. 装置ウィザードの表示 

  

  装置アプリケーション起動時に表示されます。基本的な操作へのショートカットです。[OK]を

クリックすると下記のアプリケーション画面が表示されます。 

※ ウィザードを表示させない場合は、[機器起動時に表示]の☑をオフにします。 
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 ＜装置画面について＞ 

メニュー、ツールバー、ナビゲーションバー、インテグレーションイベントが表示されています。 

 

 

 
 

画面上部に装置名、メソッドファイル名、データファイル名、シーケンスファイル名が表示されま

す。 

 
 

画面下部に現在ログインしているユーザー名、プロジェクト名、装置のステータスが表示されま

す。 

 

  

メニュー 

ツールバー 

インテグレーションイベント 

ナビゲーションバー 
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第２章 メソッドの作成 

２-１ 新規メソッドを作成する 

1. メニューの[ファイル]-[新規作成]-[メソッド]タブから[空白.met]をクリックし、新規メソッドを

開きます。 

2. メニューの[メソッド]-[機器の設定] から機器条件画面を表示します。タブをクリックして機器

のモジュールの設定を行います。 

※機器のモジュール設定の詳細については、各 Infinityシリーズ操作マニュアルをご参照くだ

さい。 

3. 分析終了後の結果印刷に必要なレポートをメソッドに登録します。ナビゲーションバーの[メソ

ッド]-[レポート]をクリックして、メソッドレポートウインドウを表示します。 

4. レポートスタイルウインドウ上で[右クリック]-[レポートのインポート]を選択します。レポートテン

プレートの中からテンプレート（例：面積％.srp）を選択します。 

 

２-２ メソッドを保存する 

１． メニューから[ファイル]-[名前を付けて保存]-[メソッド]をクリックします 

２． [ファイル名]の欄に保存するメソッドファイルの名前を入力します。 

 入力が完了したら、[保存]をクリックします。 

※ メソッドファイルの拡張子.metは自動的に付きます。 

※ メソッドを上書き保存する場合: [ファイル]-[上書き保存]-[メソッド]をクリックします。 
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第３章 サンプルの分析（シングルラン） 

3-1.  メソッドの読み込み 

１． メニューから[ファイル]-[開く]-[メソッド]をクリックします。 

２． メソッドの一覧からサンプル分析に使用するメソッドを選択し、[開く]をクリックします。 

３． メソッドが読み込まれると、画面左上に読み込んだメソッド名が表示されます。 

 

 

3-2.  メソッドのダウンロードとステータスの確認 

1. メニューから[コントロール]-[ダウンロードメソッド]を選択します。 

※ メソッドの条件が装置に転送されます。ダウンロードメソッドを行わない限り、入力した

設定は装置に転送されません。 

 

2. 装置のステータスを機器ステータス画面から確認します。 

Agilent HPLC：メニューの[コントロール]-[機器ステータス] 

Agilent GC：機器の設定画面左 

機器ステータス画面から装置がレディ状態になっていることを確認します。 

 

※ Agilent HPLCの場合、機器ステータスの画面下 [オン：緑のボタン] を押して送

液の開始をします。 

 

装置オン 
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3-3. . オンラインシグナルを確認する 

１． メニューから[表示]-[オンラインシグナル]をクリックします。 

２． 表示するシグナルの設定をするには、[変更]をクリックします。 

 

３． 表示したいシグナルを[使用可能シグナル]から[選択したシグナル]に追加します。 
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※ シグナルが表示されない場合は、 

① [浮動レンジ]を選択して表示する。（シグナルが[予測できる範囲]を超えた位

置にある） 

② 検出器のランプがついていない（HPLCのみ） 

③ [機器の設定]-[シグナル]-[シグナルソース]の[保存]に☑を入れ、メソッドダウ

ンロードを行う。（Agilent GC のみ） 

シグナルが表示されベースラインの安定、HPLC：ポンプ圧力の安定を確認することができま

す。 

3-4. サンプル情報の入力と分析の開始（シングルラン） 

1. シングルランを開始します。メニューの[コントロール]-[シングルラン]（または ）をクリック

して[シングルラン]ダイアログボックスを開きます。 

 

＜①分析情報＞：分析に必要な情報設定。 

・ サンプル ID: サンプルの名前を入力します。 

から命名法が選択できます。（複数選択可） 

命名法：繰り上げ番号、注入バイアル、ユーザー名など 

① 

② 

③ 
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・ メソッド：現在読み込まれているメソッドが入力されています。 

他のメソッドを使用する場合、 をクリックしてメソッドを選択します。 

・ データファイル：データファイル名を入力します。 

          から命名法が選択できます。（複数選択可） 

          命名法：繰り上げ番号、サンプル ID、注入バイアルなど 

・ 結果パス：データファイルや結果セットファイルを保存するパスを から選択します。 

・ 結果名：結果セット名を入力します。  

から命名法が選択できます。（複数選択可） 

・ 繰り返し回数：繰り返し同じ条件で分析を行う場合は、 

繰り返し回数を整数で入力します 

 

＜②メソッドレポート＞：分析終了後のレポート印刷の設定。 

印刷されるレポートは、メニューの[メソッド]-[レポート]のレポート 

・ PDF に保存：PDF に保存する。保存先は、結果セットフォルダ内です。 

・ ハードコピーの印刷：紙に印刷する。出力するプリンタを選択します。 

 

＜③オートサンプラ＞：オートサンプラの設定。 

・ バイアル番号：[バイアル番号]を入力します。 

・ 注入量：[任意の注入量]、または[使用するメソッド]の注入量を入力します。 

 

2. [スタート]ボタンをクリックして分析（データの取り込み）を開始します。クロマトグラムウイ

ンドウが表示されます。 

※ マニュアル注入をする場合、[スタート]ボタンをクリックして、画面下部のステータスバ

ーが[トリガーを待っています：紫色]に変わってから注入を行ってください。 
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3. 分析中に現在のキューの確認、変更、追加を行うことができます。メニューから[コントロー

ル]-[ランキュー]をクリックし、ランキューウインドウを表示します。 

3-5. 分析時間を延長する 

１． メニューの[コントロール]-[分析時間の延長]をクリックします。 

２． [分析時間の延長]ダイアログボックスに延長する時間を入力し、  [OK]をクリック

します。 
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第４章 サンプルの連続分析（シーケンス） 

シーケンスを使用すると、連続分析の実施や、キャリブレーションの更新から定量結果の印刷ま

で、一連の操作を自動化することが可能です。 

4-1. シーケンステーブルの設定（シーケンスウィザード） 

1. メニューから[ヘルプ]-[機器ウィザード]を開きます。 

2. [シーケンスの作成]からシーケンスウィザードを立ち上げます。 

3. シーケンスウィザード画面１- メソッドの選択とデータファイルタイプ 

 

・ メソッド：連続分析で使用するメソッドを選択します。現在読み込まれているメソッド

ファイル名が表示されます。変更する場合には、 をクリックしてメソッドファイルを選

択します。 

・ データファイルの種類： [新規(分析用)]を選択します。 

4. [次へ]をクリックします。 
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5. シーケンスウィザード画面２- 未知試料の設定 

 

・ サンプル ID：サンプルの名前を入力します。 

から命名法が選択できます。（複数選択可） 

命名法：繰り上げ番号、注入バイアル、ユーザー名など 

・ データファイル：データファイル名を入力します。 

から命名法が選択できます。（複数選択可） 

命名法：繰り上げ番号、サンプル ID、注入バイアルなど 

※ データファイル名が重複した場合、分析が開始できません。データファイル名の

重複を避けるため[行番号]や[繰り上げ番号]を使用することをお勧めします。 

※ メソッド名/データファイル名/サンプル IDは、シーケンステーブル上でも編集が可

能です。 

・ 未知試料の数：未知サンプルの本数を入力します。 

・ 未知試料ごとの繰り返し回数：１つのサンプルにつき繰り返し注入を行う場合、そ

の繰り返し回数を入力します。 
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6. [次へ]をクリックします。 

7. シーケンスウィザード画面３- オートサンプラの設定 

この画面はオートサンプラがコンフィグレーションされている場合にのみ表示されます。 

 

・ シーケンス中の未知試料バイアル：[最初のバイアル]に未知サンプルの開始バイア

ル番号を入力します。 

・ シーケンス中のキャリブレーションバイアル：[最初のバイアル]にキャリブレーションサン

プルの開始バイアル番号を入力します。 

※ インクリメント：繰り上げる際、いくつ繰り上げるかの設定です。 

例：インクリメント：１→１,２,３・・・ インクリメント：３→１,４,７・・・ 

・ オートサンプラの注入量: サンプルの“注入量”を入力、または“使用するメソッド”を

選択します。 

・ サンプルプレッププログラム ファイル：(任意)前処理プログラムファイルを から選

択します。 
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8. シーケンステーブル内にキャリブレーション用の行を追加するには、[次へ]をクリックします。

キャリブレーション用の行を追加しない場合は、[完了]をクリックします。 

9. シーケンスウィザード画面４- キャリブレーションサンプルの設定 

 

・ キャリブレーション ID：キャリブレーションサンプルの名前を入力します。  

・ キャリブレーションファイル：キャリブレーションサンプルのデータファイル名を入力しま

す。  

・ キャリブレーションレベルの数：キャリブレーションポイント数を入力します。（例：5

点検量の場合は、レベル:5）※レベル数：0 の場合、キャリブレーション用の行は

作成されません。 

・ レベル毎の繰り返し回数：１つのキャリブレーション濃度について繰り返し注入を行

う場合、その繰り返し回数を入力します。 

・ シーケンスのスタート時に検量線をすべて削除：以前に使用していた検量線を削

除し、新しい検量線に更新したい場合にはこのチェックボックスをオンにします。 
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・ 複数のキャリブレーションセットを使用：シーケンス中で 2 回以上キャリブレーションを

行う場合は☑します。[セット間の未知試料の数]には各キャリブレーションサンプルセ

ットの間に測定する未知サンプルの本数を入力します。 

10. [完了]をクリックします。 
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4-2. シーケンススプレッドシート 

シーケンススプレッドシートには、シーケンスを実行するための様々な条件が入力されています。

シート内のカラムをクリックするか、 ボタンをクリックして内容を編集することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

シーケンススプレッドシートの主な項目 

・ Run #：シーケンスライン番号 

・ ステータス：シーケンス実行中にステータスを表示 

・ 分析タイプ：サンプルのランタイプ。 

サンプルの種類、キャリブレーションの設定やレポートについて設定がで

きます。 ボタンをクリックして確認、変更が可能です。 

・ レベル：キャリブレーションサンプルの濃度レベル 

・ 繰り返し：繰り返し回数 

・ バイアル：分析に使用するバイアル No. 

・ ボリューム：注入量 

・ サンプル ID：サンプルの ID（識別）情報 

・ メソッド：そのラインで使用するメソッド 

・ ファイル名：データファイル名 
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4-3. シーケンススプレッドシートに表示する項目の選択方法 

シーケンススプレッドシートに表示する項目を選択することが可能です。 

１．シーケンススプレッドシート上で[右クリック]－[プロパティ]を開く。 

２．プロパティで表示したい項目に☑をいれます。 

３．  は、ある項目までの表示を固定にします。 

４．[OK]をクリックします。  

4-4. シーケンスを保存する 

メニューから[ファイル]-[名前を付けて保存]-[シーケンス]-を選択してシーケンスファイルを保存

します。 
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4-5. シーケンスラン（連続分析の開始） 

１． メニューから[ファイル]-[開く]-[シーケンス]を選択して使用するシーケンスファイルを開き

ます。 

２． メニューから[コントロール]－[シーケンスラン]（ ）をクリックして[シーケンスラン]ダイ

アログボックスを開きます。 

 
 

＜①シーケンス情報＞：シーケンスランに必要な情報 

・ シーケンス名：使用するシーケンスファイルが呼び出されているか確認します。任意

のシーケンスファイルを選択する場合、 をクリックしてシーケンスファイルを選択しま

す。 

・ 結果パス：データファイル、結果セットファイルを保存するパスを から選択します。 

・ 結果名：結果セットの名前を入力します。 

  

① 

② 

③ 
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＜②実行範囲＞：シーケンステーブルの実行範囲の設定 

・ すべて：シーケンステーブルのすべてのラインを実行します。 

・ 選択：シーケンステーブル上でドラッグした行のみ実行します。 

・ 範囲：シーケンステーブルの指定した行のみ実行します。 

例：4-9 と入力すると、シーケンスラインの 4 行目から 9 行目までが実行。4-と

入力すると、シーケンスラインの 4行目以降のラインがすべて実行されます。 

＜③レポート＞：分析終了後のレポート印刷設定 

・ PDF に保存：PDF に保存します。保存先は、結果セットフォルダ内です。 

・ ハードコピーの印刷：紙に出力する。（プリンタの指定必須） 

※ メソッド：メソッドレポート、シーケンス：シーケンスレポート 

※ メソッドレポートの追加方法は、9-13.をご参照ください。 

 

３． [スタート]をクリックしてシーケンスランを開始します。 
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第５章 データ解析 

 

この章では積分条件の設定方法とレポートの印刷方法について説明します。 

 

5-1. データファイルを開く 

１． [ファイル]-[開く]-[データファイル]をクリックします。[ファイル]-[開く]-[結果セット]からでも

データファイルが開きます。 

２． ファイルの一覧から読み込むデータファイルをクリックして選択し、[開く]ボタンを押します。 

 

 

① 説明ボタン：オンにするとデータのプロパティが確認できます。 

② プレビューボタン：オンにしておくと、データのクロマトグラムが確認できます。 

③ チャンネル選択：複数のチャンネルでデータ取り込みを行った場合、②のデータの

プレビューで表示されるクロマトグラムの切り替えができます。 

④ 検索：サンプル ID、分析者、分析日時、解析日時でデータファイルの検索が可

能です。 

 

① ② ③ 

④ 

⑤ 
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⑤ オプション：データファイルに記録されているメソッドをデータファイルと同時に呼び出

すことができます。 

データと一緒に呼び出すことができるメソッドの種類： 

・ 現在：現在開かれているメソッドのままデータのみを開きます。 

・ 結果から：解析結果を選択し、その時の解析結果を再現できます。 

       [結果]から解析結果を選択します。 

※ すべての解析結果を残すかどうかの設定が可能です。詳細は xxxを

参照ください 

・ オリジナル/分析：このデータが採取された際の分析条件を呼び出せます。 

※ [結果から]と[オリジナル/分析]で呼び出されたメソッドは上書きできません。 

※ データを呼び出した際は、前回の解析結果のまま読み込まれます。 

5-2. 積分条件（インテグレーションテーブル）を設定する 

※ 積分条件には、必ず[ピーク幅]、[スレッショルド]の２項目が必要です。1 ピークあた

りデータポイントは最低 20 ポイント必要です。もし、データポイントが足りない場合は、

[機器の設定]－[各検出器の設定]－[データ速度/ピーク幅]を調整してください。 

 

1. インテグレーションテーブルを開く。メニューから[メソッド]-[インテグレーションテーブル] 

 

① 手入力で編集する場合 

①－1．インテグレーションイベントの各項目を直接編集する。 
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①－2．その他のインテグレーションイベントを追加する場合、イベントからプルダウンで項目を

選択し、開始点・終了点・終了点（任意）を入力する。 

 

② グラフィカルプログラミングで追加する場合 

②－1．スレッショルドを調整する。 

ア）．画面下のアイコンをクリックする。 

検出感度アイコン：  

イ）．クロマトのピークがない部分の開始点・終了点をクリックする。 

ウ）．“解析実行”をクリックする。 

 

②－2．ピーク幅を調整する 

ア）．画面下のアイコンをクリックする。 

ピーク幅アイコン：  

イ）．ピークベースライン部分の幅の開始点・終了点をクリックする。 

ウ）．“解析実行”をクリックする。 
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5-3. 解析の実行（Analyze） 

1. メニューから[解析]-[解析]で解析を実行します。またはツールバーの[解析]ボタン をク

リックします。設定した積分条件を使用して解析か実行されます。 
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第６章 シーケンスを使用した連続再解析 

この章では、結果セット（結果シーケンス）を用いた解析方法、シーケンスウィザードを使用し

て既存のデータファイルを再解析するための再解析専用シーケンスを作成し、実行する方法に

ついて説明します。 

 

6-1. 結果セット（結果シーケンス）を用いた連続再解析 

１． メニューから[ファイル]-[開く]-[結果セット]を選択します。 

２． 解析に使用する結果セットを開きます。※結果セットの拡張子は.rst です。 

３． 結果セットのメソッドが解析を実施するメソッドファイルか確認します。 

 

４． もし、任意のメソッドを使用する場合は、 からメソッドファイルを選択します。 

５． メニューから[ファイス]－[上書き保存]－[結果セット]から、結果セットを上書き保存しま

す。 
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６． メニューから[シーケンス]-[プロセス]をクリックします。 

 

＜①実行範囲＞：シーケンステーブルの実行範囲の設定 

・ すべて：シーケンステーブルのすべてのラインを実行します。 

・ 選択：シーケンステーブル上でドラッグした行のみ実行します。 

・ 範囲：シーケンステーブルの指定した行のみ実行します。 

例：4-9 と入力すると、シーケンスラインの 4 行目から 9 行目までが実行。4-と

入力すると、シーケンスラインの 4行目以降のラインがすべて実行されます。 

＜②レポート＞：分析終了後のレポート印刷設定 

・ PDF に保存：PDF に保存します。保存先は、結果セットフォルダ内です。 

・ ハードコピーの印刷：紙に出力する。（プリンタの指定必須） 

※ メソッドレポートの追加方法は、9-13.をご参照ください。 

７． [スタート]をクリックし、連続再解析を実施します。 
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6-2. 解析用シーケンス（結果セット）の作成 

１． シーケンスウィザード- メソッドの選択とデータファイルタイプ 

 

 

・ メソッド: シーケンスで使用するメソッドを選択します。デフォルトでは現在読み込ま

れているメソッドが表示されます。変更する場合には、オープンファイルアイコン をク

リックしてメソッドファイルを選択します。 

・ データファイルの種類：[既存（解析用）]を選択します。 

2. [次へ]をクリックします。 
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3. シーケンスウィザード－ファイルの選択 

 

データファイルの選択を から行います。 
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２． データファイルの選択 

 

① データファイル一覧から再解析するデータを選択してハイライト表示させます。 

② [追加]ボタンをクリックしてファイルをデータファイルリストに追加します。 

③ [開く]ボタンをクリックしてシーケンスウィザードに戻ります。 

 

① 

② 

③ 
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３． シーケンスウィザード－完了 

 

[完了]ボタンをクリックすると、選択したデータファイルが登録された再解析専用シーケン

ススプレッドシートが表示されます。 

 

4. シーケンスの保存 

メニューから[ファイル]-[名前を付けて保存]-[シーケンス]-を選択してシーケンスファイル

を保存します。 

 

5. メニューから [シーケンス]-[プロセス]をクリックします。 
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＜①シーケンス情報＞：シーケンスランに必要な情報 

・ シーケンス名：使用するシーケンスファイルが呼び出されているか確認します。任意

のシーケンスファイルを選択する場合、 をクリックしてシーケンスファイルを選択しま

す。 

・ 結果パス：データファイル、結果セットファイルを保存するパスを から選択します。 

・ 結果名：結果セットの名前を入力します。 

＜②実行範囲＞：シーケンステーブルの実行範囲の設定 

・ すべて：シーケンステーブルのすべてのラインを実行します。 

・ 選択：シーケンステーブル上でドラッグした行のみ実行します。 

・ 範囲：シーケンステーブルの指定した行のみ実行します。 

例：4-9 と入力すると、シーケンスラインの 4 行目から 9 行目までが実行。4-と

入力すると、シーケンスラインの 4行目以降のラインがすべて実行されます。 

＜③レポート＞：分析終了後のレポート印刷設定 

・ PDF に保存：PDF に保存します。保存先は、結果セットフォルダ内です。 

・ ハードコピーの印刷：紙に出力する。（プリンタの指定必須） 

6. [スタート]から連続再解析を実行します。 
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6-3. 解析結果の表示と印刷 

 

１． メニューから[ファイル]-[開く]-[結果セット]から結果セット（データ）を開きます。 

２． 結果セットに複数のデータ（行）がある場合は、結果を表示したいデータ（行）をクリッ

クします。 

３． クリックした行が黄色くハイライトされ、画面上のデータ名が結果セットの黄色くハイライトさ

れた行のデータ名と同じになります。 

４． ナビゲーションバーの[レポート]をクリックし、表示したいレポートを選択します。 

 

５． 印刷される場合は、画面上で[右クリック]-[印刷]から印刷します。 
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※ ナビゲーションバーから表示されたレポートは読み取り専用となります。 編集をご希望の

場合は、メニューから[ファイル]-[開く]-[標準レポート]からレポートを呼び出してくださ

い。 
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第７章 キャリブレーション（検量線）の作成 

 

この章ではピーク同定テーブル（ピーク/グループ テーブル）に化合物名を登録し、検量線を

作成する方法について説明します。 

 

７-1．ピーク名を登録する場合 

1. ピーク・グループを登録するデータをメニューから[ファイル]-[開く]-[データ]で開きます。 

2. 解析時のメソッドをメニューから[ファイル]-[開く]-[メソッド]で開きます。 

3. データ解析が実施されていない場合は、メニューから[解析]-[解析]をクリックして解析を

実行します。 

4. メニューから[メソッド]－[ピーク・グループテーブル]を開きます。 

A-1) 手入力で追加する場合 

1. ピーク・グループテーブルの[同定ピーク]タブをクリックします。 

 

2. 手入力で下記項目入力します。 

・名前/保持時間/許容幅（バンド幅） 
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A-2) グラフィカルプログラミングで追加する場合 

1. 画面下のアイコンをクリックする。 

アイコン：  

 

2. 追加するピークの開始点・終了点をクリックする。（複数ピーク同時に挿入可能） 

 

3. ピーク・グループテーブルの名前を必要に応じて編集する。 

 

  

1 クリック ２クリック 
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4. 不要なピークがある場合、そのピークの[ # ]をクリックして行全体をハイライトさせ、[右クリ

ック]- [削除]を選択して削除します。 
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A-3) ピーク名をクロマトグラム上に表示させる 

1. クロマトグラム上で[右クリック]-[注釈]をクリックします。 

2. “選択可能な注釈”の[名前]を で“次の注釈を表示”に移動させる。 

 

3. [すべてに適応]をクリックし、[OK]をクリックする。 

※表示されない場合、メニューから[解析]-[解析]をクリックしてください。 
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７-2．グループを追加する場合  

※細かく分かれた小さなピークを１本のピークとして計算する場合 

B-1) 手入力で追加する場合 

1. ピーク・グループテーブルを開く。[メソッド]－[ピーク・グループテーブル] 

2. ピーク・グループテーブルの[グループ]タブをクリックします。 

 

3. 手入力で下記項目入力します。 

   ・名前/グループタイプ：グループキャリブレーション/グループ定義 

    ※グループ定義を編集する際は、青矢印をクリックする。 

 

4. グループ定義にそのグループの開始点・終了点（min）を入力する。 

5. そのグループに同定ピークを含める場合は、“同定ピークを含める”に☑を入れる。 
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B-2) グラフィカルプログラミングで追加する場合 

1. 画面下の下記アイコンをクリックする。 

アイコン：  

2. 追加するグループの開始点・終了点をクリックする（複数範囲同時に指定可能） 

3. 指定が終了後、キーボードの“ESC”キーをタイプする。 

4. 下記項目を入力し、“OK”をクリックする。 

・グループ名/グループタイプ：グループキャリブレーション 

☑グループの未同定ピークの濃度を計算する（グループ内の同定ピークは計算から

外す） 

 
 

5. メソッドを保存します。[ファイル]-[メソッド]-[上書き保存・名前を付けて保存] 
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B-3) クロマトグラム上にグループ範囲を表示させる 

1. クロマトグラム上で[右クリック]-[注釈]をクリックする。 

2. 表示を[ピーク]から[グループ]に切り替える。 

 

3. “選択可能な注釈”の[境界]を で“次の注釈を表示”に移動させる。 
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4. [すべてに適応]をクリックし、[OK]をクリックする。 

※表示されない場合、メニューから[解析]-[解析]をクリックしてください。 

7-3．ピーク/グループテーブルの表示する項目の選択方法 

1. ピーク/グループテーブルを開きます。メニューから[メソッド]－[ピーク・グループテーブル] 

2. ピーク/グループテーブル上で[右クリック]-[プロパティ]を開きます。 

 

3. 表示したい項目に☑をいれます。 

 

  



第７章 キャリブレーション（検量線）の作成  

50 

7-4．検量線の作成 

A) ファクター（原点通過）で検量線を描く 

1. ピーク/グループテーブルを開く。メニューから[メソッド]－[ピーク・グループテーブル] 

2. ピーク/グループテーブルの 

・[ゼロ]：☑を入れる。（原点通過するかどうか） 

・[マニュアル RF]にファクターを入力する。 

3. 解析する。メニューから[解析]-[解析] 

4. 検量線を表示する。[メソッド]-[キャリブレーション表示] 
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B) 一点検量線を描く 

1. ピーク・グループテーブルを開く。メニューから[メソッド]－[ピーク・グループテーブル] 

2. ピーク/グループテーブルに必要な項目を入力する。 

・単位：定量結果の濃度の単位 

・定量方法：面積 もしくは 高さ 

・検量線：検量線の種類（折れ線・直線など） 

・ゼロ：ゼロ点通過する・しない 

・レベル１：標準サンプルの濃度 

3. メソッドを保存する。[ファイル]－[メソッド]－[上書き保存・名前を付けて保存] 

4. 結果セットをメニューから[ファイル]-[開く]-[結果セット]から開く。 

5. ３.でメソッドを別名で保存した場合、結果セットの[メソッド]を で 3.のメソッドに入

れ替える。 

 

6. 結果セットの[レベル]に[１]と入力する。分析タイプが[未知試料]→[キャリブレーシ

ョン]に変更される。 

 

7. 既存の検量線を削除する場合は、分析タイプの をクリックし、[検量線をすべて

削除]に☑をいれ、[OK]をクリックする。 
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8. 分析タイプが[CAL CCA]となる。 

 

9. 結果セットを保存します。[ファイル]-[上書き保存]-[結果セット] 

10. 解析をする。メニューから[シーケンス]－[プロセス]をクリックする。 
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11. [スタート]をクリックする。 

12. 検量線を表示する。メニューから[メソッド]-[キャリブレーション表示]をクリックする。 
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C) ３点平均の一点検量線を描く 

1. ピーク・グループテーブルを開く。メニューから[メソッド]－[ピーク・グループテーブル]をクリ

ックする。 

2. ピーク・グループテーブル項目を入力する。 

・単位：定量結果の濃度の単位 

・定量方法：面積 もしくは 高さ 

・検量線：検量線の種類（折れ線・直線など） 

・ゼロ：ゼロ点通過する・しない 

・繰り返しモード：平均 

・レベル１：標準サンプルの濃度 

3. メソッドを保存する。[ファイル]－[メソッド]－[上書き保存・名前を付けて保存] 

4. ３つのデータが入った結果セットを開く。メニューから[ファイル]-[開く]-[結果セット]をク

リックする。 

※ データをシングルランで取られた場合は、同項目 12.から結果セットを作成してくだ

さい。 

5. ３.でメソッドを別名で保存した場合、結果セットの[メソッド]を で 3.のメソッドに入れ

替える。 

6. 結果セットの[レベル]に[１]と入力する。[分析タイプ]が[未知試料]→[キャリブレーシ

ョン]となる。 
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7. 既存の検量線を削除する場合は、分析タイプの をクリックし、[検量線をすべて削

除]に☑をいれ、[OK]をクリックする。 

 

8. 結果セットを保存します。メニューから[ファイル]-[上書き保存]-[結果セット]を保存し

ます。 

9. 解析をする。メニューから[シーケンス]－[プロセス]をクリックする。 

10. [スタート]をクリックし、再解析を実施する。 

11. 検量線を表示する。[メソッド]-[キャリブレーション表示] 

 

データをシングルランで採取している場合 

12. 解析用シーケンスを作成します。詳細は 6-2.をご参照ください。 

13. シーケンステーブルの[レベル]に“１”を入力する。 
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14. シーケンス１行目の分析タイプの をクリックし、“検量線をすべて削除（CCA）”に

☑をいれる。 

 

 

15. シーケンステーブルを保存する。メニューから[ファイル]－[名前を付けて保存]－[シーケ

ンス]でシーケンスを保存します。 

16. 解析をする。メニューから[シーケンス]-[プロセス]をクリックします。 

17. [スタート]をクリックし、解析を実行する。 

18. 検量線を表示する。[メソッド]-[キャリブレーション表示] 
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D) 多点検量線（外部標準法）を描く 

1. ピーク・グループテーブルを開く。[メソッド]－[ピーク・グループテーブル] 

2. ピーク・グループテーブル項目を入力する。 

・単位：定量結果の濃度の単位 

・定量方法：面積 もしくは 高さ 

・検量線：検量線の種類（折れ線・直線など） 

・ゼロ：ゼロ点通過する・しない 

・レベル１～：標準サンプルの濃度 

 

3. メソッドを保存する。[ファイル]－[メソッド]－[上書き保存・名前を付けて保存] 

4. ３つのデータが入った結果セットを開く。メニューから[ファイル]-[開く]-[結果セット]を

開く。※データをシングルランで取られた場合、C) データをシングルランでとられている

場合をご参照ください。 

5. ３.でメソッドを別名で保存した場合、結果セットの[メソッド]を で 3.のメソッドに入れ

替える。 

6. 結果セットの[レベル]に[１,2, 3,・・・]と入力する。※レベル：検量線の何点目 

 

例：レベルの数字：１点目のデータ→１ 

             ２点目のデータ→２・・・ 
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[分析タイプ]が[未知試料]→[キャリブレーション]となる。 

7. 既存の検量線を削除する場合は、分析タイプの をクリックし、[検量線をすべて削

除]に☑をいれ、[OK]をクリックする。 

 

8. 結果セットを保存します。メニューから[ファイル]-[上書き保存]-[結果セット]を保存し

ます。 

9. 解析をする。メニューから[シーケンス]－[プロセス]をクリックします。 

10. [スタート]をクリックする。 

11. 検量線を表示する。[メソッド]-[キャリブレーション表示] 
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E) 内部標準法でキャリブレーション 

1. ピーク・グループテーブルを開く。メニューから[メソッド]－[ピーク・グループテーブル]を開

きます。 

2. ピーク・グループテーブル項目を入力する。 

・ISTD ID:内部標準ピークの ID＃ 

・単位：定量結果の濃度の単位 

・定量方法：面積 もしくは 高さ 

・検量線：検量線の種類（折れ線・直線など） 

・ゼロ：ゼロ点通過する・しない 

・レベル１～：標準サンプルの濃度 

※ ISTD ID は、内部標準ピークの ID 番号を内部標準ピーク以外のピークの

ISTD ID に入力します。 

 
 

 

3. メソッドを保存する。[ファイル]-[メソッド]-[名前を付けて保存・上書き保存] 

4. 結果セットを使用して、解析を実施する。詳細は、C)項４－25 や D)項４－ご参照

ください。 

 

※ ピーク ID について 

ピーク ID は、ピークを追加した順に番号が振られます。ピーク ID をリテンションタイム

順に番号を振りなおす場合は、ピーク/グループテーブル上で[右クリック]-[ピークＩ

Ｄの再取得]を選択して 

ID番号（ # ）を振りなおします。 

内部標準 

ピーク 

ID No. 
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7-4．データ取込時にキャリブレーションを作成する 

A) シングルランの場合 

１． [シングルラン]アイコン をクリックしてダイアログボックスを開きます。 

２． [キャリブレーション]のチェックボックスをオンにし、[キャリブレーションレベル:]欄にこの標準

サンプルデータのレベルを入力します。（1点目の場合には 1 を入力） 

 以前に使用していた検量線を削除し、新しい検量線に更新したい場合には[検量線を

すべて削除]のチェックをオンにします。 
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３． [スタート]をクリックするとデータ取り込みが開始されます。取り込み終了後、検量線が作

成されます。 

※ 注意：ピーク/グループテーブルを設定する必要があります。 

詳細は 7-1,7-2 を参照ください。 

メニューから[メソッド]-[プロパティ]の[オプション]タブで[分析終了後に解析する]

のチェックボックスがオンになっている必要があります。 

 

B) シーケンスランの場合 

1. 分析用シーケンステーブルを作成します。詳細は・・・ 

2. レベルに各レベル番号を入力し、分析タイプを[未知試料]から[キャリブレーション]に変更

します。 

3. 既存の検量線を削除する場合は、分析タイプの をクリックし、[検量線をすべて削除]

に☑をいれ、[OK]をクリックする。 

4. [スタート]をクリックして、分析を実行します。 
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7-5．検量線の確認 

1. メニューから[メソッド]-[キャリブレーション表示]をクリックします。または[検量線]アイコン

をクリックします。 

2. 右上のピークリストで選択した化合物の検量線が表示されます。 
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3. グループを表示するには、検量線画面上で[右クリック]-[表示モード]-[グループ]をクリッ

クします。 
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第８章 未知サンプルの定量 

この章では、未知サンプルのデータに作成した検量線を適用し、定量結果を出力する方法に

ついて説明します。 

8-1. 未知サンプルの定量 

A) データ１つに対しての定量結果を反映する方法 

１． メニューから[ファイル]-[メソッド]-[開く]をクリックして検量線が登録されているメソッドファ

イルを開きます。 

２． メニューから[ファイル]-[開く]-[データ]もしくは[結果セット]をクリックして未知サンプルのデ

ータファイル（結果セットファイル）を開きます。 

３． 結果セットを開いた場合、未知サンプルのデータの行をクリックし、未知サンプルのデータフ

ァイルを呼び出します。 

４． メニューから[解析]-[解析]、もしくは[解析]アイコン をクリックします。 

B) 連続分析で取られたデータすべてに定量結果を反省する方法 

1. メニューから[ファイル]-[開く]-[結果セット]をクリックします。 

2. 結果セットのメソッド名が、検量線の入ったメソッドファイル名であることを確認します。 

3. メソッドファイル名を別のファイルに置き換える場合は、 からメソッドファイルを選択し、結

果セットをメニューから[ファイル]-[結果セット]-[上書き保存]から上書き保存します。 

4. メニューから[シーケンス]-[プロセス]を開きます。 

5. シーケンス解析時にメソッドレポートを印刷する場合、[ハードコピーの印刷]-[メソッド]に

☑を入れます。プリンターはプルダウンメニューから選択します。また、メソッドレポートを PDF

に保存する場合は、[PDF に保存]-[メソッド]に☑を入れます。（任意） 
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6. [スタート]をクリックし、シーケンス再解析を実行します。 

8-2. 定量結果の確認とレポート印刷 

１． ナビゲーションバーの[レポート]をクリックし、ツリービューから希望のレポートを選択します。 

またはメニューから[レポート]-[表示]をクリックし、目的のレポートを選択します。画面に

結果が表示されます。 

OpenLAB CDSの主な標準レポート 

・ 面積%: 面積百分率法 

 （Area%レポート） 

 

・ ESTD: 外部標準法 

 （ESTD レポート） 

 

・ ISTD: 内部標準法 

 （ISTD レポート） 

 

・ Norm: 修正百分率法 

 （Norm%レポート） 
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２． レポートが表示された画面上で右クリックし、[印刷]を選択するとそのレポートが印刷され

ます。 

または、メニューから[レポート]-[印刷]をクリックして印刷したいレポートを選択すると結果

を印刷することができます。 

※ こちらのレポート画面は印刷プレビューです。レポートテンプレートを編集する場合は、

メニューから[ファイル]-[開く]-[標準レポート]よりレポートテンプレートを呼び出してく

ださい。 
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第９章 標準レポート 

 

この章では、OpenLAB CDS EZChrom Edition にあらかじめ付属しているレポートテンプレ

ートを使用して、その編集方法と印刷について説明します。 

OpenLAB CDS EZChrom Edition の主な標準レポートテンプレート 

・ 面積%.srp :  面積百分率法（Area%レポート） 

・ ESTD.srp :  外部標準法（ESTD レポート） 

・ ISTD.srp :  内部標準法（ISTD レポート） 

・ Norm.srp :  修正百分率法（Norm%レポート） 

※データ取り込み終了後、解析を実施し、自動でレポートを印刷させたい場合にはレポートテ

ンプレートを[メソッド]-[レポート]に保存しておく必要があります。 

9-1.  レポートテンプレートを開く 

１． 印刷したいデータを、メニューから[ファイル]- [開く]-[データ]から開きます。 

２． メニューから[ファイル]- [開く]-[レポート]をクリックします。開いたダイアログボックスから編

集する標準レポートテンプレートを選択します。（下記では ESTD.srp を使用します） 

３． 必要に応じてヘッダー、フッターを表示させます。ヘッダー/フッターを表示させるには、レポ

ートテンプレート上の白紙部分で[右クリック]-[ヘッダー/フッター]をクリックする。 

４． 結果テーブルに定量結果が表示されていない場合には、定量結果上にカーソルを持って

いき[右クリック]-[設計時にデータを表示]にチェックをします。 
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9-2.  テンプレートを編集する 

 

1. 文字を挿入する:  

テンプレート内の任意の場所でクリックして文字を入力することが可能です。ツールバーを

利用してレポート上の文字のサイズ、フォントや色は変更することができます。 

    

2. その他のアイテムを挿入する: 

テンプレート内のアイテムを挿入したい場所で右クリックし、出てきたメニューから選択します。

タイムスタンプ、図（クロマトグラム、検量線、等高線など）、サンプル情報などが挿入可

能です。※装置コンフィグレーションによって挿入できる項目は異なります。 

9-3.  クロマトグラムのサイズを変更する 

 

クロマトグラムのサイズを変更するには、テンプレートのクロマトグラムをクリックして選択し、周囲

に表示された黒い四角をドラッグします。 
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9-4. レポートテンプレートに別の検出器（波長）のクロマトグラムを追加する 

１． テンプレート上でクロマトグラムを追加したい場所を[右クリック]-[クロマトグラム]をクリック

します。 

 

２．  [クロマトグラムのプロパティ]-[トレースの設定]を開きます。 

３． [データソース]の をクリックし、[現在のデータから]をクリックします。 
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４． 検出器（波長）を[トレース]の から選択します。 

 

５． [OK]をクリックします。クロマトグラムがテンプレートに追加されます。 
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9-5. クロマトグラムの Y軸/X軸のスケールを変更する 

 

１. スケールを変更するクロマトグラムをダブルクリックします。 

２. [軸の設定]タブをクリックします。 

３. 時間軸のスケールを変更したい場合には[X 軸]を選択し、[最小:]と[最大:]欄に時間

を入力します。 

 

４. Y軸のスケールを変更したい場合には[左Y軸]を選択し、[トレースする範囲をマニュアル

設定:]に☑をつけて[最小:]と[最大:]欄に範囲を入力します。 

 

※ レポートテンプレート上で、クロマトグラムを拡大し、[右クリック]-[軸の設定]を開きます。

X 軸、Y 軸の設定ごとに[現在の範囲]をクリックすると、拡大されているクロマトグラムの範

囲の[最少]：[最大]が自動入力されます。 
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9-6. オートスケールを使用したクロマトグラムのスケール調整 

１. クロマトグラムをダブルクリックして[クロマトグラムのプロパティ]ダイアログボックスを開きま

す。 

２. [トレースの設定]タブの[スケール:]欄をクリックしてオートスケールの種類を選択します。 

 
 

 最大ピークオートスケール：       最大のピークに合わせて調整 

 2番目に大きなピークオートスケール： 2 番目に大きいピークに調整 

 3番目に大きなピークオートスケール： 3番目に大きいピークに調整 

 ユーザー設定： ユーザー定義（下の Y min:, Y max: 欄に入力） 

 ノーマライズ： すべてのピークがグラフ内に表示されるように補正 

３. [OK]をクリックしてクロマトグラムを確認します。 
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9-7. フィールドの挿入 （例：サンプル IDの挿入） 

1. ヘッダーとクロマトグラムの間のフィールドをクリックして“Sample ID”と入力します。必要に

応じてフォントの設定を行います 

 
 

 

2. カーソルがコロン（：）の右側にある状態で[右クリック]-[フィールドの挿入]-[サンプル情

報]-サンプル ID］を選択します。 

 

  

キーボードでタイプ  
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3. サンプル IDがレポートテンプレート上に追加されます。 

※ 表示されている内容は、現在開かれているデータのものになります。 

 

9-8. 表の表示項目の変更方法 

1. レポートテンプレート上の表の部分を一度クリックする。 

2. 表の上で[右クリック]-[レポートプロパティ]をクリックする。 
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3. 分析レポート画面が表示される。 

 

① データソース/トレース：表示する結果のデータ/波長（検出器）情報 

② レポート：レポートするピーク/グループの種類 

③ 次のパラメータをレポート：レポートする項目 

④ 小数点桁数：各項目の表示する小数点桁数 

⑤ 列ヘッダー：見出しの表記 

  

① ②   

③   

④   

⑤   
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ア）表示項目の追加 

4. 分析レポート画面の[利用可能なパラメータ]から表示したい項目を選択し、 （もしく

はダブルクリック）をクリックして、[次のパラメータをレポート]に追加します。 

 

5. [OK]をクリックするとレポートテンプレートに追加した項目が表示されます。 

※ 表に数値が入らない場合、表の上で[右クリック]-[設計時にデータ表示]に☑をいれ

てください。 

 

イ）表に異なったデータ/波長（検出器）のデータを表示させる 

6. 表の上で[右クリック]-[レポートプロパティ]をクリックします。 

イ)－1 異なったデータファイルの結果を表示させる場合 

7. 分析レポート画面の[① データのソース]-[現在のデータ]の☑を外します。 
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8. をクリックし、表示したいデータを選択します。 

イ)－2 異なった波長/検出器の結果を表示させる場合 

9. [①データソース]-[トレース]のプルダウンから表示したい波長/検出器を選択します。 

※ 選択されているデータファイルが多波長/他検出器でとられたデータでない場合、トレ

ースのプルダウンは選択できません。 

 

ウ）表示するピークの種類（同定ピークのみ、未同定ピークのみ など）を変更させる 

10. 表の上で[右クリック]-[レポートプロパティ]をクリックします 

11. 分析レポート画面の[② レポート]をクリックします。 
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 同定ピーク：ピーク/グループテーブルに登録したピークのみ 

 未同定ピーク：ピーク/グループテーブルに登録したピーク以外 

 グループ：ピーク/グループテーブルのグループ 

 合計：表の下に合計を追加する 

12. 同定ピーク、未同定ピークを同じテーブルにまとめて表示する場合は、下記設定にしま

す。 

  

13.  [OK]をクリックし、レポートテンプレート上に表の設定変更が適用され、表示されます。 

9-9. レポートのプレビューとテンプレートの保存 

１． [印刷プレビュー]アイコン をクリックすると、レポートの確認ができます。 

２． メニューから[ファイル]-[名前をつけて保存]/[上書き保存]-[標準レポート]をクリックし、

レポートテンプレートを保存します。 

※ メソッドレポートを編集した場合、メソッドを保存する必要があります。 
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標準レポートの例 
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9-10. 分析条件の印刷 

1. メニューから[ファイル]-[開く]-[標準レポート]を開きます。 

2. [MethodContentsReport.rep]を開きます。 

3. メソッドレポート上で[右クリック]-[レポートプロパティ]を開きます。 

 

4. レポートするトレース（波長/検出器）・項目に☑を入れます。分析条件を印刷する場

合、[機器の設定]に☑をいれます。 

 

5. 印刷 /印刷プレビュー から機器の設定の内容が確認できます。 
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9-11. シーケンステーブルの印刷 

1. メニューから[ファイル]-[開く]-[標準レポート]を開きます。 

2. [SequenceContentsReport.rep]を開きます。 

3. 印刷 /印刷プレビュー からシーケンステーブルの内容が確認できます。 

※ また、シーケンステーブルの状態で印刷をされたい場合、レポートテンプレートの白紙

部分で、[右クリック]-[レポートの挿入]-[シーケンス（カスタマイズ）]をクリックし、レ

ポートしたい項目に☑をいれます。[OK]をクリックし、標準レポートを保存してくださ

い。 

 

9-12. 局法に関する値（理論段数、分離度など）をレポートする 

メソッド上で局法の計算式の指定を行います。 

1. レポートする結果セットを開きます。[ファイル]-[開く]-[結果セット] 

2. メニューから[メソッド]-[詳細]-[カラム/パフォーマンス]タブを開きます。 

3. [このチャンネルのパフォーマンス パラメータを計算する]に☑を入れます。 

4. 理論段数や分離度に用いる計算式を[計算方法]の中から選択します。（複数選択

可） 
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5. レポートテンプレートに理論段数や分離度の項目を追加します。 

※ [メソッド]-[詳細]で選択した計算方法と、レポート上で選択した計算方法が一致

しない場合、レポート上で計算結果の値は表示されません。 
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9-13. 標準レポートテンプレートをメソッドレポートへインポートする方法  

1. メソッドレポートを登録したいメソッドファイルをメニューから[ファイル]-[開く]-[メソッド]から

開きます。 

2. メニューから[メソッド]-[レポート]を開きます。 

3. メソッドレポート上で[右クリック]-[レポートのインポート]をクリックします。 

 

4. 既にメソッドレポートに記入している場合、[現在のレポートを上書きしますか？]-[はい] 

をクリックします。 

5. メソッドレポートに追加したい標準レポートを選択します。 

6. [開く]をクリックします。 

7. 設定を保存するには、メニューから[ファイル]-[上書き保存]/[名前をつけて保存]-[メソッ

ド]をクリックします。 
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9-14. メソッドレポートを標準レポートテンプレートへエクスポートする方法  

1. メニューから[メソッド]-[レポート]からメソッドレポートを開きます。 

2. メソッドレポートの白紙部分で[右クリック]-[レポートのエクスポート]をクリックします。 

 

3. 既存の標準レポートに上書きする場合は、上書きするレポートテンプレートファイルを選択

し、[保存]をクリックします。[上書きしますか？]-[はい] をクリックします。 

4. 別名で保存する場合、[ファイル名]にレポートテンプレートの名前を付けて[保存]します。 
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第１０章 エクスポート設定 

 

データ取り込み後、解析結果・クロマトグラムの図を Excel などの表計算ソフトで読み込めるフ

ァイル形式にしてエクスポートするには、下記の手順を実施します。 

 

10-1. 解析結果のピーク面積や保持時間などの数値をエクスポートする 

1. メニューから[メソッド]-[詳細]をクリックします。 

2. [データエクスポート]タブをクリックします。 

3. [エクスポートを有効]に☑にします。 

4. ドロップダウンリストから転送したいデータのタイプを選択します。（複数選択可） 

① ピーク:  

選択したパラメータごとにファイルが作成されます。同一のメソッドでデータ解析が実

施されると、その解析結果が 1行ずつエクスポートファイルに追加されていきます。 

② 標準レポート:  

分析ごとの結果がレポート形式でエクスポートされます。1 本の分析に 1 つのファイ

ルが作成されます。 

5. [選択できる項目]欄から項目を選択し、 ボタンをクリックして[選択された項目]欄に

追加します。（複数選択可） 

6. [エクスポートオプション]-[エクスポートファイルのパス]の をクリックし、エクスポートするフ

ァイルの保存先を指定します。 

7. メニューから[ファイル]-[上書き保存]-[メソッド]を選択してメソッドフを上書き保存しま

す。 
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8. [解析]ボタン をクリックして解析を実行すると、エクスポート先に指定したパスにファイル

が作成されます。 

9. 表計算ソフト（Excel）を起動し、[ファイル]-[開く]をクリックして作成されたファイルを開

きます。Excel でファイルを開く際には、[ファイルの種類]で[すべてのファイル]を選択しま

す。 

エクスポート例①：[ピーク]-[面積]でエクスポートしたイメージ 

 

 

エクスポート例②：[標準レポート]-[面積％]でエクスポートしたイメージ 
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10-2.  クロマトグラムの図をエクスポートする。 

1. メニューから[メソッド]-[詳細]をクリックします。 

2. [グラフィックエクスポート]タブを開きます。 

3. エクスポート：☑を入れ、エクスポート名：エクポートしたファイルの名前を入力します。 

4. グラフィック上で[右クリック]-[トレースの追加]をクリックし、[現在のデータから]、もしくは[そ

の他データファイルから]を選択します。 
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5. クロマトグラムのプロパティが開きます。エクスポートするデータファイルが多波長/多検出器

を持つ場合、[トレース]でエクスポートする多波長/多検出器を指定し、[OK]をクリックし

ます。 

 

※ エクスポートされたクロマトグラム上にピーク名を表示させたり、Y 軸のスケールを固定

させたりする場合は、上記クロマトグラムのプロパティ上で設定が必要です。 

6. [エクスポートファイルのパス]を から指定します。 

7. メニューから[ファイル]-[上書き保存]-[メソッド]を選択してメソッドフを上書き保存します。 

8. [解析]ボタン をクリックして解析を実行すると、エクスポート先に指定したパスにファイル

が作成されます。 

※ エクスポート例③：クロマトグラムをエクスポートした場合 
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第１１章 OpenLAB CDS EZChrom Editioneの終了 

 

11－1. OpenLAB CDS EZChrom Editionの終了 

 

１． [ファイル]-[終了]をクリックします。またはウィンドウ右上の ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ OpenLAB コントロールパネルが立ち上がっている場合は、コントロールパネルも上

記と同じ方法でクローズします。 
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付録 

 

付録 A   ツールバー 

 

メインツールバー 

 

 新規作成  シーケンス編集 

 開く  シーケンス解析 

 保存  検量線 

 印刷  カスタムレポートを編集 

 チャンネルを選択  解析 

 切り取り  解析/ｼﾝｸﾞﾙﾚﾍﾞﾙｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 

 コピー  プレビューラン 

 貼り付け  シングル ラン 

 機器条件  シーケンス ラン 

 ピーク/グループテーブル  ランキュー 

 インテグレーションイベント  分析中止 

 MIF テーブル  機器ウィザード 

  ヘルプ 

 

インテグレーションイベントツールバー 
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 ピーク幅  マニュアルベースライン 

 検出感度  マニュアルピーク 

 肩ピーク処理  垂直分割 

 解析オフ  ピーク開始点変更 

 谷渡り処理  ピーク終了点変更 

 ベースライン水平処理  ベースラインの移動 

 後方ベースライン水平処理  ベースライン終了点移動 

 最下限ベースライン水平処理   

谷渡り処理ベースラインリセット 

 テーリング処理  RT許容値の調整 

 リーディング処理  グループ範囲の調整 

 最小ピーク面積  シングルピーク設定 

 反転ピーク処理  ピーク指定 

 簡易グルーピング  グループ指定 

 同定ピークの変更  サンプル間隔 
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シーケンスツールバー 

 

 

シーケンスの[Review]をオンにした時に使用します。指定した方法でシーケンスが一時停止す

るので、次のラインを開始するにはこの下矢印をクリックします。 

 

メソッドツールバー 

 

 

矢印をクリックすると、メソッドの編集画面を順番に表示します。フロッピーのボタンを押すと

[Save Method As]ダイアログボックスを表示します。 

 

 



 

 

 

Memo 
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